
　

長
崎
県
は
、
過
去
に
於
い
て
諫
早
大

水
害
、
長
崎
大
水
害
、
雲
仙
普
賢
岳
噴

火
災
害
な
ど
大
規
模
の
災
害
を
経
験
致

し
ま
し
た
が
、
そ
の
都
度
、
全
国
の
皆

様
よ
り
暖
か
い
励
ま
し
や
力
強
い
ご
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
い
ち
早
く
復
興
を
遂
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
そ
の
体
験
を
生
か
し
、
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
被
災
地
や
被

災
者
の
皆
様
に
少
し
で
も
お
返
し
を
し

た
い
と
思
い
、
被
災
地
の
岩
手
県
へ
出

向
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
は
議
員
の
有

志
で
編
成
し
、
個
々
の
行
動
も
束
縛
せ

ず
参
加
で
き
る
日
時
に
や
れ
る
こ
と
を

民
間
人
の
立
場（
議
員
の
肩
書
な
し
で
）

で
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
各
々
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

住
田
町
の
小
学
校
の
廃
校
舎
に
寝
泊

り
し
被
災
地
に
出
向
き
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

【
１
日
目
】
住
田
町
の
仮
設
住
宅
を
視
察

　
　

私
た
ち
の
先
着
グ
ル
ー
プ
は
先
ず

住
田
町
の
町
長
に
面
会
し
、「
い
ち

早
く
仮
設
住
宅
を
設
置
し
周
辺
市
町

の
被
災
者
の
受
け
入
れ
を
実
施
さ
れ

た
」
状
況
を
調
査
、
見
学
し
た
。

【
２
日
目
】
大
船
渡
市
の
炊
き
出
し
ボ

　
　
　

  

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

　
　

早
朝
に
震
度
５
弱
の
地
震
が
発
生

し
、
地
震
警
報
及
び
津
波
警
報
が
発

令
さ
れ
た
た
め
屋
外
作
業
は
中
止
と

な
り
、
大
船
渡
市
の
市
民
会
館
﹇
リ

ア
ス
ホ
ー
ル
・
避
難
所
﹈
で
の
炊
き

出
し
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
参
加
。

　

私
は
楠
議
員
と
一
緒
に
周
辺
避
難
所

（
碁
石
海
岸
の
公
民
館
な
ど
）
へ
の

食
事
の
配
達
手
伝
い
及
び
市
民
会
館

で
の
配
膳
、ゴ
ミ
捨
て
等
を
手
伝
う
。

　

夕
方
陸
前
高
田
市
の
仮
庁
舎
に
出
向

き
市
長
よ
り
被
災
状
況
及
び
復
旧
、

復
興
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
。

　
（
市
庁
舎
は
大
津
波
で
壊
滅
し
て
い

る
。
市
長
は
大
震
災
で
奥
さ
ん
を
亡

く
さ
れ
て
い
る
。）

【
３
日
目
】
釜
石
市
の
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
を
訪
問

　
　

被
災
者
救
援
物
資
の
集
約
及
び
仕

分
け
状
況
に
つ
い
て
現
地
見
学
及
び

説
明
を
受
け
る
。

　
（
住
田
町
〜
釜
石
市
〜
大
船
渡
市
〜

陸
前
高
田
市
と
移
動
。
海
岸
沿
い
の

街
並
み
は
民
家
も
学
校
も
工
場
も
公

共
施
設
も
田
畑
も
壊
滅
状
態
。
目
に

つ
く
の
は
瓦
礫
の
山
と
廃
車
と
な
っ

た
車
の
捨
て
場
）

【
４
日
目
】
仙
台
空
港
よ
り
帰
﨑

　
　

仙
台
空
港
は
大
津
波
に
よ
り
浸
水

し
て
お
り
復
旧
改
修
作
業
を
実
施
中

で
あ
っ
た
。

６月22日（水）～25日(土)　陸前高田市・大船渡市・釜石市・住田町で活動！
東日本大震災、被災地ボランテイアに参東日本大震災、被災地ボランテイアに参加！東日本大震災、被災地ボランテイアに参加！

県
議
会
議
員
有
志
は
東
日
本
大
震
災
で
未
曾
有
の

被
害
を
被
っ
た
岩
手
県
へ
出
向
い
た
。

ボランティア同僚議員と 壊滅状態の大船渡市商店街 地盤沈下し水没した
陸前高田市営野球場

大船渡市碁石海岸公民館
避難所スタッフと

災害ボランティアセンター
（岩手県住田町）

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
お
変
わ
り
な
く
こ
の
酷
暑
を
吹

き
飛
ば
し
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
夏
は
例
年
に
も
増
し
て
熱
中
症

が
多
発
し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
く
れ
ぐ
れ
も
お
身
体
ご
自
愛
頂
き
ま

す
よ
う
に
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

連
立
会
派
で
県
政
を
リ
ー
ド
！

さ
て
４
月
の
統
一
自
治
体
選
挙
か
ら
３

カ
月
が
経
過
し
選
挙
後
初
の
６
月
定
例
会

も
終
了
し
改
選
さ
れ
た
議
員
団
の
も
と
新

し
い
県
政
が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。

今
回
の
６
月
定
例
県
議
会
は
長
崎
県
政

史
上
初
の
３
連
立
会
派
が
設
立
さ
れ
、
連

立
会
派
が
県
政
を
リ

ー
ド
す
る
状
況
の
中

で
議
会
運
営
が
推
進

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

具
体
的
に
は
議
長
、

副
議
長
及
び
４
つ
の

各
常
任
委
員
会
の
委

員
長
も
連
立
会
派
か

ら
選
任
さ
れ
、
新
し

い
長
崎
県
の
県
政
推

進
が
県
政
改
革
を
主

眼
と
し
て
進
め
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
特
別
委
員
会

に
は
、
文
字
通
り
の

「
県
政
改
革
特
別
委
員

会
」
が
新
た
に
設
置

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の

県
政
推
進
の
検
証
を

行
い
、
疲
弊
し
た
悪

し
き
流
れ
を
断
ち
切

り
、
活
力
を
取
り
戻

し
溌
剌
と
し
た
長
崎

県
に
立
て
直
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

総
務
委
員
長
の
決
意
！

私
は
、
総
務
常
任
委
員
会
の
委
員
長
と

し
て
、
そ
の
任
に
あ
た
り
小
森
副
委
員
長

を
は
じ
め
連
立
会
派
の
委
員
各
位
の
絶
大

な
協
力
の
中
で
具
体
的
に
委
員
会
を
リ
ー

ド
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
務
委
員
会
は
、
多
数
の
部
局
を
担
当

し
、
行
財
政
改
革
、
重
要
施
策
の
企
画
立

案
と
政
策
評
価
、
総
合
交
通
、
文
化
観
光

振
興
対
策
、
そ
し
て
合
併
市
町
へ
の
支
援

な
ど
、
県
政
の
重
要
課
題
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。

特
に
喫
緊
の
重
要
課
題
と
し
て
は
九
州

新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
の
建
設
促
進
と
諫

早
〜
長
崎
間
の
早
期
着
工
、
県
内
経
済
に

活
力
を
取
り
戻
す
た
め
の
ア
ジ
ア
国
際
戦

略
、「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ

ス
ト
教
関
連
遺
産
」
の
世
界

遺
産
登
録
推
進
、「
長
崎
ブ
ラ

ン
ド
」
の
国
内
外
へ
の
販
路

拡
大
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
諸
課
題
の
解
決
に

向
け
活
発
な
論
議
を
展
開
し

県
民
皆
様
の
期
待
に
応
え
て

い
き
た
い
と
決
意
を
致
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
共
に
、
ご
指
導
、
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

長
崎
県
議
会
議
員

▼
各
県
の
県
議
会
対
抗
野
球
大
会
が
８
月
５

日
〜
６
日
に
大
分
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
毎

年
各
県
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
、
過
去
３
度

１
回
戦
敗
退
の
長
崎
県
チ
ー
ム
で
す
が
、
昨

年
は
見
事
に
準
優
勝
と
な
り
地
元
開
催
に
花

を
添
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
４

月
の
改
選
に
よ
り
若
手
の
有
望
新
人
が
加
入

し
て
お
り
、
チ
ー
ム
力
が
ア
ッ
プ
し
て
い
ま

す
。
炎
天
下
で
の
試
合
に
な
り
ま
す
が
元
気

な
長
崎
県
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
す
。

ガ
ン
バ
レ
長
崎
！

▼
長
崎
国
体
カ
ヌ
ー
競
技
の
開
催
地
で
あ
る

諫
早
市
多
良
見
町
で
「
カ
ヌ
ー
フ
ェ
ス
タ
・

イ
ン
・
た
ら
み
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

諫
早
市
内
の
小
・
中
学
生
１
３
０
名
が
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
か
ら
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
国
体
そ
し

て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
国
際
大
会
で
活
躍
す

る
選
手
が
育
っ
て
欲
し
い
と
地
元
た
ら
み
カ

ヌ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
と
し
て
は
願
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

平成23年８月　　発行責任者：山口初實　　編集責任者：　　　樹

長崎県議会議員

県県政政にに活活力力！！ 地地域域ににぬぬくくももりりをを！！
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。
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町君の夢、はばたけ今、ながさきから
2014年長崎国体・スローガン

髙田祐樹

挑挑む！ 県政改！ 県政改革！！挑む！ 県政改革！！

改革21議員団14名の闘士



集
中
審
議
を
行

集
中
審
議
を
行
う
！

集
中
審
議
を
行
う
！

総
務
委
員
会
報
告

☆
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応

東
日
本
大
震
災
に
対
応
す
る
た
め
、
被
災

幼
児
児
童
生
徒
へ
の
修
学
支
援
な
ど
国
の
第

一
次
補
正
予
算
を
踏
ま
え
た
経
費
の
ほ
か
、

本
県
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
職
員
の
派

遣
な
ど
の
被
災
者
・
被
災
地
に
対
す
る
支
援

に
要
す
る
経
費
、
観
光
・
物
産
に
お
け
る
新

た
な
需
要
の
喚
起
策
な
ど
の
震
災
の
影
響
に

伴
う
緊
急
的
な
経
済
対
策
に
要
す
る
経
費
、

企
業
誘
致
対
策
や
地
場
産
業
活
性
化
対
策
な

ど
の
震
災
リ
ス
ク
対
策
を
通
じ
た
県
内
産
業

の
振
興
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
対
応
す
る
経
費
（
補
正
後
予
算
）

(1)
被
災
者
、
被
災
地
に
対
す
る
支
援

…
約
３
億
80
百
万
円

「
長
崎
県
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
」
及
び

「
玄
海
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
動
問
題
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
総
務
委
員
会
集
中

審
議
を
行
っ
た
。

(1)
玄
海
原
子
力
発
電
所
の
現
状
と
３
月
11
日

以
降
の
対
策

★
参
考
人
招
致：

九
州
電
力
株
式
会
社
取

締
役
常
務
執
行
役
員
他
１
名

〈
主
な
議
論
〉

①
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
玄
海

原
子
力
発
電
所
の
安
全
対
策
に
対
す
る

取
り
組
み
状
況
報
告

②
再
稼
動
に
向
け
た
技
術
的
対
策

③
安
全
協
定
に
つ
い
て
隣
接
県
で
あ
る
長

崎
県
に
範
囲
拡
大
を
図
る
べ
き
。

④
住
民
説
明
会
の
開
催
を
求
め
る
。

⑤
や
ら
せ
メ
ー
ル
問
題
に
つ
い
て

(2)
原
子
力
防
災
に
関
す
る
考
え
方
に
基
づ
く
、

松
浦
市
の
状
況
に
つ
い
て

★
参
考
人
招
致：

松
浦
市
副
市
長

〈
主
な
議
論
〉

①
安
全
協
定
の
締
結

②
住
民
説
明
会
の
開
催

(3)
長
崎
県
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
（
県
当

局
と
の
集
中
審
議
）

〈
主
な
議
論
〉

①
液
状
化
現
象
へ
の
対
策

②
災
害
の
際
の
陸
・
海
・
空
を
利
用
し
た

避
難
経
路
の
確
保

③
避
難
所
で
あ
る
学
校
の
耐
震
化
工
事

h

東
日
本
大
震
災
職
員
な
ど
派
遣
事
業
（
県
、

市
町
合
同
チ
ー
ム
）
…
…
…
約
46
百
万
円

h

東
日
本
大
震
災
職
員
な
ど
派
遣
事
業
（
医

療
救
護
、
健
康
相
談
チ
ー
ム
）…約

76
百
万
円

h

生
活
福
祉
資
金
貸
し
付
け
事
業
費

…
約
１
億
00
百
万
円

h

環
境
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
品
等
導
入
支
援
事

業
費
…
…
…
…
…
…
…
…
…
約
４
百
万
円

h

被
災
幼
児
児
童
生
徒
就
学
支
援
事
業
費

…
約
９
百
万
円

(2)
震
災
の
影
響
に
伴
う
緊
急
的
な
経
済
対
策

…
約
1
億
45
百
万
円

h

離
島
国
際
航
路
・
航
空
路
緊
急
対
策
事
業

費
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
約
23
百
万
円

h

食
と
観
光
の
融
合
に
よ
る
観
光
拡
大
推
進

事
業
費
…
…
…
…
…
…
…
…
約
70
百
万
円

h

東
ア
ジ
ア
新
市
場
拡
大
推
進
事
業
費

…
約
32
百
万
円

(3)
震
災
の
リ
ス
ク
対
策
を
通
じ
た
県
内
産
業

の
振
興
…
…
…
…
…
…
約
１
億
39
百
万
円

h

東
北
長
崎
水
産
加
工
連
携
事
業
費

…
約
58
百
万
円

☆
そ
の
他(

補
正
後
予
算)

(1)
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

h

一
般
防
災
対
策
費
約
…
…
…
…
66
百
万
円

h

緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金
事
業

費
…
…
…
…
…
…
…
…
約
72
億
88
百
万
円

h

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
費

…
約
34
億
31
百
万
円

★
採
択
さ
れ
た
意
見
書

①
地
方
財
政
の
充
実
強
化
に
つ
い
て

②
公
共
輸
送
機
関
の
存
続
に
向
け
、
Ｊ
Ｒ
九

州
等
に
係
る
経
営
支
援
策
に
つ
い
て

③
３
５
０
万
人
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
の

救
済
に
つ
い
て

④
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
守
る

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
つ

い
て

⑤
国
営
諫
早
湾
干
拓
事
業
潮
受
堤
防
排
水
門

の
開
門
反
対
及
び
開
門
実
施
方
針
の
見
直

し
等
に
つ
い
て

★
採
択
さ
れ
た
動
議

①
石
木
ダ
ム
建
設
推
進
に
関
す
る
決
議

一
般
会
計
補
正
予
算  

24
億
５
５
０
０
万
円
を
可
決
！

一
般
会
計
補
正
予
算  

24
億
５
５
０
０
万
円
を
可
決
！

６
月
定
例
県
議
会
報
告

補
正
予
算
に
計
上
し
た
主
な
事
業

定
例
県
議
会
は
６
月
27
日
か
ら
７
月
19
日
ま
で
の
23
日
間
で
開
催
。
東
日
本
大
震
災
の
関

連
事
業
費
約
６
億
６
４
０
０
万
円
を
含
む
総
額
約
24
億
５
５
０
０
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予

算
案
な
ど
予
算
議
案
２
件
、
条
例
議
案
９
件
、
事
件
議
案
11
件
、
人
事
案
件
２
件
、
専
決
事

項
13
件
等
、
37
議
案
を
原
案
通
り
可
決
、
承
認，
同
意
し
閉
会
し
た
。

退
任
す
る
藤
井
副
知
事
の
後
任
に
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
調
査
官
で
あ
っ
た
石
塚
孝
氏
を

選
任
し
た
。

尚
、
玄
海
原
発
に
係
る
緊
急
決
議
に
つ
い
て
は
議
長
及
び
議
運
メ
ン
バ
ー
で
佐
賀
県
、
及

び
九
州
電
力
本
社
に
出
向
き
直
接
提
出
し
、
趣
旨
を
直
に
伝
え
た
。

玄
海
原
子
力
発
電
所
を
視
察
訪
問

指
方
バ
イ
パ
ス
開
通
式
に
出
席

総
務
委
員
会
風
景

活動スナップ多
長
被
爆
体
験
者
協
議
会
総
会
で
挨
拶

長崎がんばらんば国体常任委員会
及び実行委員会開催！

◆第69回国民体育大会の開催地
（長崎県）の決定！

g平成23年７月13日、公益財団法人日本体育協
会理事会が開催され、第69回国民体育大会の
開催地を長崎県とすることが決定され、開催
決定書が交付された。

g会期：平成26年10月12日(日)〈開会式〉～
10月22日(火)〈閉会式〉11日間

◆会場地決定書授与
g実行委員会会長から競技会場地の市町長に会場
地決定書を授与　

【諫早市の開催種目：７種目】
陸上競技、バレーボール、柔道
重量挙げ、フエンシング、カヌー
ゴルフ

総
務
委
員
長
報
告
で
登
壇


